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 私は少し絵を描くので、ポストカードを作って、「そ

よぐ学年との思い出」を書いてみた。印刷が千枚以上

になるので、絵も文も表に印刷することにした。 

 

「毎年春になると 春日通りの通学路は桜で包まれ

ていましたね 低学年の時は 落ちてくる花びらを

手に受けてとても嬉しそうでしたね 卒業式の日に

も きっとこの桜が咲き始め そよぐの卒業生がこ

の下を歩くのでしょう」 

 

「２年生の時 みんなで埼玉県の武蔵嵐山に行きま

したね あの日は大雨でしたが みんなで持ち寄っ

た食材でバーべキュウをしましたね 寒くて肩を寄

せ合って食べましたね 河原で結晶片岩もひろって 

楽しい一日でしたね」 

「校庭にあるライオン池に思い出のある人も多いと

思います いろいろな生き物がいて 低学年の頃は

池に落ちる子もいましたね ５年生の理科では--- 

 

---みんなでプランクトンを採って ミジンコやクン

ショウモを観察しましたね」 

 

「3年生の時 千葉県の銚子に行きましたね 醤油工

場を見学して 貝やおせんべいのおみやげもたくさ

んもらいましたね犬吠埼の海岸は風が強くて寒かっ

たけど 石や貝をひろって 思い出に残る一日でし

たね またみんなで行きたいですね」 

 

「5年生の林間学校では 長野県の霧ヶ峰高原に行き

ましたね 八子ヶ峰ホテルの近くで 雲海や天の川

を見ましたね蓼科山・小海線・八島湿原と分かれて活

動しましたね 何もかもが本当に本当に楽しい 夢

のような３日間でしたね」 


